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　　四
月
一
日
か
ら
施
行

　　　　　　　　木
材
・
木
製
品
製
造
業
は
千
分
の
二
十
一
に

「
労
災
保
険
料
率
等
の
改
定
に
つ
い
て
」

厚
生
労
働
省

　　厚
生
労
働
省
は
、
平
成
十
五
年
二
月

十
九
日
、「
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
案
要
綱
及
び
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
案
要
綱
」
に
つ
い
て
の
労

働
政
策
審
議
会
に
対
す
る
諮
問
及
び
答

申
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
し
た
。

１
、
厚
生
労
働
省
は
、
本
日
、「
労
働
保

険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案

要
綱
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要

綱
」
を
労
働
政
策
審
議
会
に
諮
問
し
、

同
審
議
会
労
働
条
件
分
科
会
労
災
保
険

部
会
に
お
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、

同
審
議
会
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し

て
、
別
紙
１
（
省
略
）
の
と
お
り
答
申

が
行
わ
れ
た
。

２
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
こ
の
答

申
を
踏
ま
え
、
今
後
省
令
の
制
定
に
向

け
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〔林材業関係の料率〕

注：林業の業種統合後において、有期事業、継続事業、メ
　　　　リット制などの制度の扱いは現行制度が適用されるの
　　　　で、これまでと同様であり、変更はない。

林 材 業 の 業 種 平成15年4月1日からの新料率現行料率

木材・木製品製造業

木材伐出業

その他の林業

林業における1人親方

千分の　23

千分の133

千分の　39

千分の　53

千分の21〔8.7％の引き下げ〕

統合して「林業」とし千分の59

千分の51〔3.8％の引き下げ〕

〔
概
要
〕

１
、
労
災
保
険
料
率
等
の
改
定
に
つ
い
て

　
労
災
保
険
率
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
三
年
四
月
に
改
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
近
年
、
労
働
災
害
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
労
災
保

険
の
引
下
げ
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
と

と
も
に
、
今
日
の
経
済
情
勢
の
下
で
相

対
的
に
負
担
感
が
増
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
こ
と
等
か
ら
、
速
や
か
に
労
災
保

険
率
等
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
十
五

年
四
月
に
改
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
事
業
の
種
類
別
の
労
災
保
険
率
の
改

定
は
参
考
１
（
省
略
）
の
と
お
り
、
第

二
種
特
別
加
入
保
険
料
率
は
参
考
２

（
省
略
）
の
と
お
り
、
第
三
種
特
別
加

入
保
険
料
率
は
、
千
分
の
五
（
現
行
千

分
の
六
）
に
、
改
定
す
る
。

　
ま
た
、「
木
材
伐
出
業
」
及
び
「
そ
の

他
の
林
業
」
に
お
い
て
は
、
作
業
の
実

態
、
業
界
事
情
等
を
勘
案
し
、
事
業
の

種
類
を
統
合
し
「
林
業
」
と
す
る
。

２
、
介
護
（
補
償
）
給
付
の
限
度
額
等

の
引
下
げ
に
つ
い
て
（
省
略
）

３
、
障
害
（
補
償
）
年
金
受
給
権
者
の

定
期
報
告
に
係
る
診
断
書
添
付
の
廃
止

に
つ
い
て
（
省
略
）

一
面
　　

　　　　　　労
災
保
険
料
率
の
引
下
げ
　　

二
面
　　　　

　　　　　　の
募
集

　　　　　　シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
講
習
会

三
面
　　「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

四
面
　　景
況
調
査

｝｝

労
災
保
険
料
率
が
引
き
下
げ

　　さ
る
二
月
十
九
日
、
厚
生
労
働
省
は
、「
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴

収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
要
綱
及

び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案

要
綱
」
を
労
働
政
策
審
議
会
に
対
し
諮
問
し
た
結
果
、同
審
議
会
労
働

条
件
分
科
会
労
災
保
険
分
科
部
会
の
審
議
を
経
て
、
同
審
議
会
か
ら

厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
別
掲
の
通
り
答
申
が
行
わ
れ
た
旨
公
表
し
た
。

　　そ
れ
に
よ
る
と
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
、
木
材
伐
出
業
、
そ
の

他
の
林
業
の
労
災
保
険
料
率
を
引
き
下
げ
る
等
の
改
定
が
行
わ
れ
、

本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　　こ
れ
を
受
け
て
、
二
月
二
十
日
（
木
）、午
前
十
一
時
か
ら
虎
の
門

パ
ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
「
木
材
・
木
製
品
製
造
業
ゼ
ロ
災
推
進
全
国

事
務
局
担
当
者
会
議
・
平
成
十
四
年
度
第
四
回
木
材
・
木
製
品
部
会

合
同
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
会
議
の
冒
頭
、
秋
山
協
議
会
会
長
に
代

わ
っ
て
全
木
連
久
我
会
長
が
労
災
保
険
料
率
改
訂
に
関
し
て
謝
辞
を

述
べ
た
。（
別
掲
）

　　当
日
は
さ
ら
に
厚
生
労
働
省
の
秋
山
労
災
保
険
財
政
数
理
室
・
室

長
補
佐
及
び
林
野
庁
柳
山
林
業
労
働
対
策
室
課
長
補
佐
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
（
別
掲
）
の
ち
、
議
事
に
入
り
、
活
発
な
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
、
正
午
過
ぎ
に
会
議
が
終
了
し
た
。
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　　会
員
の
減
少
に
伴
う
会
費
収
入
の
減

少
な
ど
で
木
材
産
業
は
存
亡
の
危
機
に

あ
り
、
ゼ
ロ
災
運
動
の
推
進
に
も
支
障

を
き
た
し
て
い
る
。

　
来
年
度
の
予
算
措
置
の
中
で
支
援
措

置
な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

（
片
桐
木
材
課
課
長
補
佐
）
15
年
度
の

新
規
予
算
に
地
域
材
利
用
体
制
整
備
事

業
が
あ
り
、
そ
の
中
に
地
域
木
材
産
業

体
制
整
備
事
業
が
あ
る
。

　
従
来
か
ら
の
事
業
で
あ
る
が
、
木
材

産
業
の
労
働
安
全
に
も
使
え
る
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
や
研
修
な
ど
に
使
え
る
の
で
積
極
的

に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

（
二
宮
林
災
防
常
任
理
事
）

　
労
災
保
険
上
の
業
種
は
、
木
材
と
林

業
で
あ
る
が
、
前
回
の
料
率
改
定
の
際
、

林
業
の
関
係
が
大
変
難
し
い
状
況
が
あ

り
、
林
業
の
労
災
保
険
の
あ
り
方
を
1

年
以
上
か
け
て
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で

あ
る
。
通
常
の
料
率
改
定
は
16
年
度
で

あ
っ
た
が
、
1
年
前
倒
し
て
実
施
さ
れ

た
。

　
林
業
の
労
災
保
険
の
あ
り
方
の
検
討

会
結
果
も
今
回
の
料
率
改
定
と
同
じ
時

期
に
ま
と
ま
り
、
今
回
の
措
置
に
つ
な

が
っ
た
。
林
業
の
作
業
の
中
身
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
間
伐
の
ウ
エ
イ
ト
が
高

く
な
る
が
、
本
来
、
齢
級
の
高
い
間
伐

は
主
伐
と
同
様
で
あ
る
が
、
そ
の
辺
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
面
が
あ
る
。
ま

た
、
林
業
全
体
の
作
業
の
流
れ
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
実
態
に
あ
る
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
枝
打
ち
し
て
い
る
事
例
が
多

く
な
っ
て
い
る
が
非
常
に
危
険
で
あ
り
、

感
が
増
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
労
災

保
険
料
率
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
15

年
4
月
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
木
材
木
製
品
製

造
業
は
、
千
分
の
21
に
引
下
げ
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　災
害
を
減
少
さ
せ
、
保
険
収
支
を
改

善
す
れ
ば
、
経
済
負
担
も
大
き
く
軽
減

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
林
材
業
ゼ
ロ
災
運
動
の
強
力
な
推

進
と
合
わ
せ
て
企
業
の
経
営
革
新
に
よ

る
保
険
増
収
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　　経
済
環
境
の
悪
化
や
雇
用
不
安
、
高

齢
化
な
ど
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る

が
、
労
働
災
害
防
止
の
一
層
の
徹
底
と

経
営
革
新
を
図
り
、
林
材
業
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
の
で
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
一
致

団
結
し
て
課
題
の
解
決
に
向
け
て
展
開

を
図
り
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
厚
生

労
働
省
の
ご
配
慮
に
対
し
て
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
厚
生
労
働
省
労
災
保
険
財
政
数
理
室

　秋
山
室
長
補
佐
挨
拶
要
旨
〕

　　平
素
の
労
働
基
準
行
政
及
び
労
働
災

害
防
止
活
動
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　昨
日
、
労
働
政
策
審
議
会
が
開
催
さ

れ
、
労
災
保
険
料
率
改
定
の
内
容
が
妥

当
で
あ
る
旨
の
答
申
を
得
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
は
、
千

分
の
23
を
千
分
の
21
と
し
ま
す
。

　　労
災
保
険
料
率
は
平
成
13
年
4
月
に

改
定
さ
れ
、
本
来
は
そ
の
3
年
後
で
あ

り
ま
し
た
が
、
労
働
災
害
の
減
少
、
厳

関
係
地
域
の
方
と
安
全
な
作
業
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　

今
後
と
も
林
材
業
の
ゼ
ロ
災
運
動
を
通

じ
、
労
働
災
害
の
減
少
、
労
災
保
険
の

収
支
改
善
に
末
端
事
業
場
ま
で
積
極
的

に
推
進
し
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
、
今
後
と
も
中
央
、
地
方
一

体
と
な
っ
て
一
致
協
力
し
て
ゼ
ロ
災
に

向
け
た
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
合
同
会
議
を

終
了
し
た
。

別
掲

（
全
木
連
久
我
会
長
挨
拶
要
旨
）

　　木
材
・
木
製
品
部
会
で
は
、
林
材
業

ゼ
ロ
災
運
動
の
推
進
な
ど
を
中
心
に
、

労
働
災
害
防
止
の
徹
底
と
労
災
保
険
収

支
の
改
善
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
全
国
の
事
務
局
担
当
者
、
中
央
の

部
会
構
成
団
体
の
担
当
者
の
ご
尽
力
に

対
し
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　　労
働
災
害
も
着
実
な
減
少
が
図
ら
れ
、

木
材
木
製
品
製
造
業
の
平
成
13
年
の
死

傷
者
数
は
、
3,633
人
と
前
年
に
比
べ
8.9
％

減
少
し
、
14
年
に
つ
い
て
も
減
少
が
見

込
ま
れ
て
お
り
、
平
成
14
年
の
死
亡
災

害
に
つ
い
て
も
14
名
と
前
年
よ
り
は
大

幅
に
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　　こ
の
よ
う
な
中
で
、
幸
い
、
厚
生
労

働
省
の
絶
大
な
る
ご
配
慮
に
よ
り
、
木

材
木
製
品
の
労
災
保
険
料
率
は
、
平
成

10
年
度
か
ら
千
分
の
23
と
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　　こ
の
度
、
急
遽
、
労
働
災
害
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
今
日
の
経
済

情
勢
の
中
で
相
対
的
に
事
業
者
の
負
担

４
、
施
行
期
日
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日

　　議
事
で
は
、
①
労
働
災
害
の
現
状
　

②
労
災
保
険
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
大
要
次
の
通
り
説
明
し
、協
力

を
要
請
し
た
。

①
災
害
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
景
況

の
悪
化
等
に
よ
る
事
業
量
の
低
迷
が
背

景
に
あ
る
こ
と
、

②
死
亡
災
害
が
一
件
発
生
す
る
と
、
初

年
度
に
労
災
保
険
会
計
か
ら
約
５
千
万

円
以
上
が
支
出
さ
れ
る
の
で
、
死
亡
災

害
の
発
生
は
労
災
保
険
収
支
に
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
、

③
林
災
防
の
死
亡
災
害
事
例
調
査
で
は
、

木
材
加
工
機
械
の
稼
動
中
の
生
産
活
動

に
よ
ら
な
い
、
点
検
な
ど
の
非
定
常
作

業
に
よ
る
災
害
が
多
く
発
生
し
、
未
然

に
防
げ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
も
多
く

あ
る
こ
と
、

④
千
分
の
21
の
料
率
は
、
23
の
料
率
に

比
べ
、
毎
年
12
億
円
、
26
の
料
率
に
比

べ
30
億
円
の
負
担
軽
減
と
な
っ
て
い
る
。

過
去
の
料
率
の
引
下
げ
は
、
ゼ
ロ
災
協

議
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
も

い
え
る
こ
と
、

⑤
労
災
保
険
料
率
の
引
下
げ
は
、
逆
に

い
え
ば
、
保
険
収
入
が
そ
の
分
減
少
す

る
の
で
、
災
害
を
引
下
げ
率
以
上
に
減

少
さ
せ
な
い
と
収
支
率
は
悪
化
す
る
こ

と
に
な
る
こ
と
、

⑥
平
成
13
年
度
は
労
災
保
険
収
入
額
が

139
億
円
、
支
出
が
183
億
円
と
44
億
円
の

赤
字
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
収
支
率
は

132.0
％
と
前
年
の
131.6
％
よ
り
は
微
増
し
、

依
然
と
し
て
危
機
的
な
水
準
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、

⑦
木
材
木
製
品
の
労
災
保
険
収
入
は
平

成
9
年
度
ま
で
は
200
億
円
を
上
回
っ
て

い
た
の
で
、
収
支
改
善
に
は
、
ゼ
ロ
災

の
推
進
に
加
え
、
経
営
革
新
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

⑧
現
状
の
収
支
率
が
130
％
を
上
回
る
水

準
に
あ
る
こ
と
は
平
成
15
年
４
月
か
ら

の
引
下
げ
で
さ
ら
に
収
支
は
大
き
く
悪

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
極
め
て
憂

慮
さ
れ
る
こ
と
、

⑨
ゼ
ロ
災
が
実
現
さ
れ
れ
ば
保
険
料
率

が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
個
別
事
業

所
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

こ
と
、

⑩
木
材
・
木
製
品
製
造
業
の
労
働
災
害

防
止
の
観
点
か
ら
、
木
材
・
木
製
品
製

造
業
界
が
一
致
団
結
し
て
ゼ
ロ
災
運
動

・
収
支
改
善
対
策
の
推
進
等
、
抜
本
的

な
改
善
を
図
り
、
魅
力
の
あ
る
産
業
と

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

⑪
今
後
、
林
材
業
ゼ
ロ
災
運
動
、
労
働

災
害
防
止
対
策
、
労
災
保
険
収
支
改
善

対
策
は
、
末
端
事
業
場
ま
で
含
め
、
気

を
引
き
締
め
た
防
災
活
動
を
強
力
に
実

施
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
。

　　さ
ら
に
、
労
災
保
険
料
率
の
改
定
と

林
材
業
ゼ
ロ
災
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

各
都
道
府
県
の
事
務
局
及
び
林
野
庁
、

林
災
防
の
担
当
者
か
ら
大
要
次
の
よ
う

な
発
言
が
あ
っ
た
。

（
高
知
県
）

　
木
材
・
木
製
品
製
造
業
に
つ
い
て
、

今
回
の
2
ポ
イ
ン
ト
の
引
き
下
げ
は
年

間
12
億
円
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。

今
後
と
も
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。

（
山
形
県
）
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　　「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
募
集

　　　　　　　
〜
全
木
連
創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
〜

　　　　　　　　　　　　最
優
秀
作
品
に
５
０
万
円

CO2

E
-m
ail　　info@

zenm
oku.jp）

　　　　　　　　　　　　五
月
六
日
か
ら
全
国
五
十
二
会
場
で
開
催

　　木
造
住
宅
の
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習
会

　　　　　　　　　　　　　　U
R
L

　　　　　　http://w
w
w
.bcj.or.jp/src/

　　　　　　ko-syu.htm
l#
N
E
W

電
話
　　〇
三
　
三
五
八
〇
　
三
二
一
五

―

―

　　　
　　〇
三
　
三
五
八
〇
　
三
二
二
六

―

―

FAX

し
い
経
営
状
況
の
中
で
、
相
対
的
な
負

担
感
の
増
加
が
あ
る
た
め
、
労
災
保
険

料
率
の
改
定
を
１
年
間
前
倒
し
て
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　　木
材
・
木
製
品
と
は
直
接
関
係
し
ま

せ
ん
が
、
今
回
の
改
訂
で
は
、
木
材
伐

出
業
は
千
分
の
133
の
労
災
保
険
料
率
で

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
林
業
（
千
分

の
39
の
労
災
保
険
料
率
）
と
統
合
し
、

千
分
の
59
の
料
率
と
し
ま
す
。
従
来
か

ら
の
有
期
事
業
や
継
続
事
業
、
メ
リ
ッ
ト

制
な
ど
の
制
度
的
な
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　特
別
加
入
制
度
の
林
業
の
一
人
親
方

に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
準
ず
る
扱
い

で
す
が
、
そ
の
料
率
は
千
分
の
53
か
ら

千
分
の
51
に
引
き
下
げ
ま
す
。

　　特
別
加
入
は
5
つ
を
除
い
て
引
下
げ

ま
す
。
木
材
・
木
製
品
製
造
業
は
今
回

の
2
厘
の
引
き
下
げ
に
よ
り
10
億
円
浮

く
こ
と
と
な
る
の
で
、
安
全
衛
生
活
動

の
醸
成
に
活
用
い
た
だ
き
、
災
害
を
大

幅
に
減
少
さ
せ
、
3
年
後
の
次
回
の
労

災
保
険
の
料
率
改
定
に
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　　労
災
保
険
料
率
の
査
定
は
、
単
純
に

保
険
の
収
支
状
況
で
判
断
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
今
後
の
労
働
災
害
防
止
、

労
災
保
険
収
支
改
善
対
策
に
な
お
一
層

の
尽
力
と
業
界
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

〔
柳
山
林
野
庁
林
業
労
働
対
策
室
課
長

補
佐
　挨
拶
〕

　　日
頃
か
ら
林
材
業
ゼ
ロ
災
運
動
を
通

じ
て
、
林
業
・
木
材
製
造
業
の
災
害
防

止
活
動
労
災
保
険
収
支
改
善
対
策
推
進

の
努
力
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
労
働
安
全
衛
生
対
策
に
つ
い
て

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　　木
材
・
木
製
品
製
造
業
の
平
成
14
年

の
労
働
災
害
は
、
死
傷
者
数
で
2,243
人

（
11
月
末
累
計
の
速
報
値
）、死
亡
者
数

で
14
人
と
前
年
と
比
較
す
る
と
そ
れ
ぞ

れ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　　し
か
し
な
が
ら
、
林
業
、
木
材
産
業

の
災
害
発
生
状
況
は
減
少
傾
向
で
あ
る

も
の
の
、
災
害
の
発
生
頻
度
を
他
産
業

と
比
べ
た
場
合
、
依
然
と
し
て
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　　末
端
事
業
場
へ
の
巡
回
指
導
な
ど
を

積
極
的
に
行
い
、
災
害
の
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
で
、

今
後
に
つ
い
て
も
厚
生
労
働
省
、
林
業

団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
林
材
業
の
労

働
災
害
防
止
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　　こ
の
た
び
、
労
災
保
険
の
改
定
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
労
働
政
策
審
議

会
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
答
申

さ
れ
、
実
施
は
4
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

　　災
害
は
起
こ
さ
な
い
と
い
う
ゼ
ロ
災

の
基
本
理
念
の
下
に
災
害
防
止
対
策
、

労
災
保
険
収
支
改
善
を
積
極
的
に
展
開

さ
れ
、
労
災
保
険
の
収
支
改
善
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　　　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会
は
、
本
年

3
月
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
広
く
「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
」
を
募
集
す
る
。

　　今
、
森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
　　を

固
定
し
た
木
材
を
利
用
し
、
森
林
を
若

返
ら
せ
る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
役
立
つ
た
め
、
木
材
利
用
の
推
進
が

ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　　木
材
は
温
か
み
が
あ
り
、
調
湿
性
が

あ
り
、
心
身
を
癒
し
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
資
材
と
し
て
、
住
宅
、
公
共
施
設
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
広
範
囲
に
亘
っ
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　　木
材
産
業
が
、
木
材
利
用
推
進
に
向

け
た
新
た
な
研
究
・
開
発
に
取
り
組
み
、

21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
配
慮
型
産

業
と
し
て
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
く

う
え
で
、
そ
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
木

材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」（
旗
・
バ
ッ

チ
・
印
刷
物
等
に
使
用
）
を
広
く
募
集

す
る
。

　　最
優
秀
作
品
1
人
・
賞
金
50
万
円
、優

秀
賞
2
人
・
各
10
万
円
、
佳
作
5
人
・

各
3
万
円
を
贈
呈
。
作
品
は
未
発
表
の

も
の
と
し
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
プ

ロ
、
ア
マ
を
問
わ
な
い
。

　　A
4
判
白
色
用
紙
を
使
用
（
画
材
・

色
彩
自
由
）
し
、
作
品
の
裏
側
に
、
①

作
品
の
簡
単
な
説
明
、
②
住
所
　（　）〒
、
③

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、④
年
齢
、
⑤
性
別
、

⑥
職
業
、
⑦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持

ち
の
方
）、⑧
電
話
番
号
、
⑨
募
集
を
何

で
知
っ
た
か
を
書
い
た
シ
ー
ト
（
手
書

き
可
）
を
テ
ー
プ
で
貼
っ
て
、
〒
100-

0014

千
代
田
区
永
田
町
2-

4-

3
　永
田
町
ビ

ル
6
F
　
　
　（　）社
全
国
木
材
組
合
連
合
会

「
木
材
産
業
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
係
へ

郵
送
で
応
募
す
る
こ
と
。

2003
年
5
月
31
日
　（　）土
必
着
。
問
合
先

http://w
w
w
.zenm

oku.jp/

　
住
宅
の
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
を
盛
り

込
ん
だ
改
正
建
築
基
準
法
が
本
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、五

月
六
日
か
ら
六
月
二
十
日
に
か
け
て
、全

国
五
十
二
会
場
で
「
木
造
住
宅
の
シ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習
会
」

が
開
催
さ
れ
る
。主
催
は
　（　）財
日
本
建
築
セ

ン
タ
ー
、
　（　）財
ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
、
　（　）財
建

築
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
。

　
新
基
準
は
七
月
一
日
以
降
に
着
工
さ

れ
る
住
宅
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
主
な
内
容
は
、

①
規
制
対
象
と
す
る
化
学
物
質
は
ク
ロ

ル
ピ
リ
ホ
ス
及
び
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ト

と
す
る
。

②
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
に
関
す
る
規
制
は
、

居
室
を
有
す
る
建
築
物
に
は
、
ク
ロ
ル

ピ
リ
ホ
ス
を
添
加
し
た
建
材
の
使
用
を

禁
止
す
る
。

③
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ト
に
関
す
る
規
制

と
し
て
内
装
の
仕
上
げ
の
制
限
と
、
換

気
設
備
の
義
務
付
け
、
天
井
裏
等
の
制

限
を
講
じ
る
―
―
と
い
う
も
の
。

　
国
土
交
通
省
で
は
告
示
や
政
省
令
の

改
正
を
急
ぐ
一
方
、
七
月
一
日
か
ら
の

施
行
に
向
け
て
「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
講
習
会

の
テ
キ
ス
ト
に
な
る
。

﹇
主
催
﹈

財
団
法
人
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
、
財
団

法
人
ベ
タ
ー
リ
ビ
ン
グ
、
財
団
法
人
建

築
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構

﹇
開
催
時
間
﹈

十
三
時
〜
十
八
時
ま
で
。

﹇
受
講
料
﹈

三
千
円
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈

　（　）財
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
情
報
事
業
部

（
電
話
〇
三
　
三
四
三
二
　
〇
七
一
六
）

―

―

　
ま
た
、「
建
築
物
の
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
講
習
会
」
も
五
月
六
日

か
ら
五
月
二
十
三
日
ま
で
全
国
十
四
地

域
で
開
催
さ
れ
る
。

﹇
開
催
時
間
﹈

九
時
〜
十
七
時

﹇
受
講
料
﹈

一
万
五
千
円
。

﹇
主
催
、
問
い
合
わ
せ
先
﹈

前
述
の
と
お
り
。

　（　）注
一
、
各
講
習
会
と
も
、
開
催
日
の
十

　　　　　　日
前
ま
で
に
往
復
は
が
き
で
申

　　　　　　し
込
む
こ
と
。（
定
員
に
な
り
次

　　　　　　第
締
め
切
り
）

　　二
、
情
報
掲
載
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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2月分集計表
モニター数131　　回答数76　　回収率58％

増加25％（19）
増加18％（14）
上昇　0％（　0）
上昇　5％（　4）

増加39％（30）
増加34％（26）
上昇　4％（　3）
上昇　9％（　7）

減少33％（25）
減少37％（28）
下降11％（　8）
下降　8％（　6）

減少11％（　8）
減少16％（12）
下降　8％（　6）
下降　5％（　4）

変わらず42％（32）
変わらず45％（34）
変わらず89％（68）
変わらず87％（66）

変わらず50％（38）
変わらず50％（38）
変わらず88％（67）
変わらず86％（65）

　8％（　5）
　6％（　4）
15％（　9）
11％（　7）
11％（　7）

51％（36）

86％（57）
84％（51）
79％（48）
72％（45）
74％（45）

48％（34）

　6％（　4）
10％（　6）
　6％（　4）
17％（11）
15％（　9）

　1％（　1）
モニター数114　　回答数63　　回収率55％

増加21％（13）
増加16％（10）
上昇　3％（　2）
上昇14％（　9）

増加37％（23）
増加22％（14）
上昇　5％（　3）
上昇14％（　9）

減少35％（22）
減少38％（24）
下降　8％（　5）
下降　5％（　3）

減少14％（　9）
減少13％（　8）
下降　8％（　5）
下降　8％（　5）

変わらず44％（28）
変わらず46％（29）
変わらず89％（56）
変わらず81％（51）

変わらず49％（31）
変わらず65％（41）
変わらず87％（55）
変わらず78％（49）

12％（　4）
　4％（　1）
14％（　5）
21％（10）

81％（17）

73％（25）
79％（19）
69％（24）
60％（29）

19％（　4）

15％（　5）
17％（　4）
17％（　6）
19％（　9）

　0％（　0）

開　催　地 開催日 会　　　　　　場 電　　　　話

5/23

5/12

5/22

5/16

5/　7

5/　8

5/21

5/　6

5/20

5/15 道新ホール

仙台市太白区文化センター

社会文化会館

石川県文教会館ホール

愛知県勤労会館講堂

グランキューブ大阪

広島国際会議場

香川県教育会館

FFBホール

自治会館

011-221-2462

022-304-2211

03-3592-7531

052-733-1141

06-4803-5555

082-242-7777

087-833-0013

092-431-7531

098-862-8181

076-262-7311

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九
州
地
方

北
海
道
・

東
北
地
方

開　催　地 開催日 会　　　　　　場 電　　　　話

北
海
道
・

東
北
地
方

関東地方

北陸地方

中部地方

近畿地方

中国地方

四国地方

九
州
地
方

札　　幌

仙　　台

名古屋

金　　沢

高　　松

広　　島

福　　岡

沖　　縄

5/15

5/20

5/　6

5/　8

5/　7

5/21

5/22

5/16

5/12

5/23

北海道青少年会館ホール

メルパルク仙台松島の間

東京メルパルクホール

名古屋市公会堂大ホール

大阪国際交流センター大ホール

石川地場産業振興センター大ホール

四国新聞社7F大ホール

広島国際会議場フェニックスホール

メルパルクホール福岡

沖縄県青年会館大ホール

011-581-1141

022-792-8111

03-3459-5501

052-731-7191

06-6772-5931

076-268-2010

087-833-1113

082-242-7777

092-525-0771

098-864-1780

「木造住宅のシックハウス対策マニュアル講習会」の主な日程

「建築物のシックハウス対策マニュアル講習会」の主な日程

東　　京

大　　阪

札　　幌

仙　　台

東　　京

金　　沢

名古屋

大　　阪

広　　島

高　　松

福　　岡

那　　覇


